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１ 

高
松
市

た

か

ま

つ

し

歴
史

れ

き

し

資
料
館

し
り
ょ
う
か
ん 

高
松
市
歴
史
資
料
館
は
、
市
民
の
生
涯
学
習
と

文
化
の
継
承
発
展
を
目
的
と
し
て
平
成
四
年
に
開

館
し
ま
し
た
。
現
在
も
伝
え
ら
れ
る
文
化
、
ま
た

失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
文
化
な
ど
、
郷
土
の
か

け
が
え
の
な
い
文
化
遺
産
を
広
く
収
集
し
て
、
調

査
研
究
の
も
と
に
整
理
・
保
管
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
を
展
示
し
て
市
民
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

館
内
に
は
、
原
始
か
ら
現
代
に
至
る
郷
土
高
松
の

歴
史
・
民
俗
・
考
古
等
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し

て
い
る
「
常
設
展
示
室
」
、
歴
史
等
に
関
す
る
い
ろ

い
ろ
な
知
識
・
情
報
な
ど
を
学
べ
る
「
学
習
室
」
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
企
画
展
示
を
行
う
「
特

別
展
示
室
」
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
今
回
は
第
四
十
八
回
特
別
展
「
近
代
香
川
の
人
物
譜
～
菊
池
寛

と
同
じ
時
代
を
生
き
た
人
々
」
も
開
催
し
て
お
り
、
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
【常設展示室】 

 



 

2 

２ 

菊
池

き

く

ち

寛か
ん

記
念
館

き

ね

ん

か

ん 

菊
池
寛
は
郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な
文
化
人
で
、

現
在
の
文
壇
の
隆
盛
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。 

菊
池
寛
記
念
館
は
寛
の
功
績
と
名
誉
を
末
長
く

顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る

た
め
市
制
百
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
四

年
に
開
館
し
ま
し
た
。 

寛
は
、
明
治
二
十
一
年
現
高
松
市
に
生
ま
れ
、

「
父
帰
る
」
「
真
珠
夫
人
」
な
ど
多
く
の
作
品
を
残

し
て
い
ま
す
。
ま
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
リ
ア
リ

ズ
ム
の
作
家
と
し
て
多
く
の
読
者
を
持
ち
、
現
在

活
躍
の
作
家
た
ち
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
一
方
、
作
家
活
動
以
外
で
も
文
藝
春
秋
社

の
創
設
、「
芥
川
・
直
木
賞
」
「
菊
池
寛
賞
」
の
設
定
、
著
作
権
の
擁
護
、
作
家
の
地
位
向
上
な
ど
数
々

の
功
績
が
あ
り
ま
す
。 

 

【常設展示室】 

【常設展示室】 
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３ 

野
球

や
き
ゅ
う

踏
切

ふ
み
き
り 

 

 

昭
和
町
二
丁
目
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
高
徳
線
の
踏
切
は
、
「
野
球
踏
切
」
と
し
て
有
名
で
す
。
そ
の
由
来
に

つ
い
て
は
、
踏
切
横
に
あ
る
看
板
に
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
に
説
明
文
を
掲
載
し
ま
す
。 

「
野
球
踏
切
の
由
来 

大
正
十
四
年
八
月
一
日
神
戸
鉄

道
管
理
局
は
高
徳
線
高
松
～
志
度
間
を
開
業
し
た
。
当
時
、

こ
の
踏
切
は
踏
切
名
を
持
た
ず
四
種
踏
切
と
し
て
通
行
者

に
供
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年

五
月
二
十
日
四
国
鉄
道
管
理
局
は
警
報
機
を
設
け
て
三
種

踏
切
に
格
上
げ
し
、
踏
切
に
名
称
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
際
、
香
川
県
立
高
松
商
業
高
等
学
校
の
野
球
部

員
達
が
西
宝
町
二
丁
目
鉄
道
病
院
西
浜
分
院
（
現
在
の
四

国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
研
修
セ
ン
タ
ー
）
付
近
に
あ
る
練

習
場
ま
で
の
行
き
帰
り
の
道
と
し
て
こ
の
踏
切
を
通
っ
て

い
た
こ
と
に
ち
な
み
「
野
球
踏
切
」
と
命
名
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十
日
日
本

 

【野球踏切 近景】 

【野球踏切 近景】 
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国
有
鉄
道
四
国
支
社
は
こ
の
踏
切
に
遮
断
機
を
設
備
し
現
在
の
姿
に
な
っ
た
。
こ
の
踏
切
が
い
つ
ま

で
も
無
事
故
を
続
け
、
通
行
者
に
愛
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。 

平
成
十
五
年
九
月 

四
国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

梅
原
利
之
」 

 

４ 

西
方
寺

さ

い

ほ

う

じ 
 

 

西
方
寺
は
、
初
代
高
松
藩
主
松
平
賴
重
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
古
刹
で
す
。
そ
の
由
来
に
つ
い
て
、

住
職
が
著
さ
れ
た
「
西
方
寺
縁
起
」
を
元
に
、
補
足
を
加
え
な
が
ら
説
明
し
ま
し
ょ
う
。 

西
方
寺
は
「
念
仏
山
専
称
院
西
方
寺
」
と
号
し
、
昭
和
六
十
二
年
の
本
堂
・
庫
裡
の
焼
失
前
の
本

堂
内
陣
に
は
雲
中
二
十
五
菩
薩
を
擁
し
た
阿
弥
陀
如
来
像
が
鎮
座
し
て
お
り
、
さ
な
が
ら
極
楽
浄
土

の
様
相
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
境
内
地
は
、
高
松
旧
市
街
の
西
に
あ
た
る
西
方
寺
山

の
高
台
に
あ
り
、
西
は
五
色
台
か
ら
東
は
屋
島
ま
で
瀬
戸
内
海
を
一
望
で
き
る
風
光
明
媚
な
場
所
で

す
。 初

代
高
松
藩
主
松
平
賴
重
は
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
城
下
町
を
守
る
西
の
砦
と
し
て
現
在
地

の
麓
に
西
方
寺
を
建
立
し
、
付
近
を
藩
士
の
墓
所
と
定
め
ま
し
た
。
当
時
は
麓
近
く
ま
で
海
岸
が
迫

っ
て
い
て
要
害
の
地
で
し
た
が
、
高
潮
に
軒
先
を
洗
わ
れ
て
困
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
政
十
一
年
（
一
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八
二
八
）
藩
主
松
平
賴
恕
に
よ
り
現
在
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。 

境
内
に
は
、
紫
雲
丸
遭
難
者
慰
霊
碑
、
地
蔵
堂
、
穴
薬
師
堂
な
ど
の
碑
や
堂
が
あ
り
ま
す
。
紫
雲

丸
遭
難
者
慰
霊
碑
は
、
昭
和
三
十
年
に
高
松
港
沖
で
沈
没
し
た
紫
雲
丸
の
犠
牲
者
百
六
十
八
名
の
御

霊
を
祭
っ
て
お
り
、
毎
年
命
日
の
五
月
十
一
日
に
慰
霊
法
要
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
に
は
県
外

を
含
め
て
多
数
の
参
詣
者
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
西
方
寺
の
上
方
の
山
中
に
は
、
日
露
戦
争
の
旅
順
模
擬
要
塞
が
あ
り
ま
す
。
明
治
三
十
七

年
（
一
九
○
四
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
日
本
軍
に
よ
る
清
国
旅
順
攻
略
で
は
、
県
内
出
身
の
善
通
寺
第

十
一
師
団
も
参
加
し
、
多
数
の
死
傷

者
を
出
す
激
戦
で
し
た
。
こ
れ
を
忘

れ
な
い
た
め
に
、
高
松
市
の
実
業
家

に
よ
っ
て
、
東
鶏
冠
山
（
ひ
が
し
け

い
か
ん
ざ
ん
）
砲
台
を
模
倣
し
て
明

治
四
十
三
年
に
造
ら
れ
ま
し
た
。 

   

 

【紫雲丸遭難者慰霊碑】 

【紫雲丸遭難者慰霊碑】 
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５ 

西
方
寺

さ

い

ほ

う

じ 

金
銅

こ
ん
ど
う

誕

生

た
ん
じ
ょ
う

釈
迦
仏

し

ゃ

か

ぶ

つ

立

像

り
ゅ
う
ぞ
う 

（
市
指
定
文
化
財 

彫
刻
） 

昭
和
五
十
九
年
、
西
方
寺
か
ら
奈
良
時
代
の
釈
迦
誕
生
仏
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
奈
良
時
代
の
釈

迦
誕
生
仏
が
、
江
戸
時
代
創
建
の
西
方
寺
に
ま
つ
ら
れ
る
ま
で
の
千
年
に
近
い
年
月
、
何
処
に
ま
つ

ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
み
仏
の
数
奇
な
運
命
が
し
の
ば
れ
ま
す
。 

像
は
蝋
型
で
全
身
を
一
度
に
鋳
て
、
目
と
眉
は
タ
ガ
ネ
で
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。
右
手
を
頭
上
に

あ
げ
第
一
指
を
伸
ば
し
、
左
手
は
地
を
指
す
「
唯
我
独
尊
（
ゆ
い
が
ど
く
そ
ん
）
」
の
ポ
ー
ズ
を
し
て

い
ま
す
。
頭
の
上
部
の
肉
髻
（
に
っ
け
い
）

は
偏
平
で
、
胸
か
ら
腹
部
に
か
け
て
張
り

が
あ
り
ま
す
。
裳
（
も
）
は
自
由
に
型
ど

り
、
長
く
て
台
座
ま
で
か
か
っ
て
い
ま
す
。

荒
れ
て
い
る
肌
は
、
火
中
に
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

四
月
八
日
の
花
祭
に
は
こ
の
誕
生
仏
に

甘
茶
を
そ
そ
ぎ
、
釈
迦
の
誕
生
を
祝
福
し

て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

 

【金銅誕生釈迦仏立像】 
 

【金銅誕生釈迦仏立像】 
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６ 

林
は
や
し

竹
堂

ち
く
ど
う

・
毅き

陸ろ
く

父
子 

 

西
方
寺
山
門
の
横
に
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
に
私
塾
を
開
設
し
多
く
の
子
弟
を

教
育
し
た
林
竹
堂
（
滝
三
郎
）
の
碑
で
す
。 

明
治
三
十
二
年
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
篆
額
は
当
時
、
東
宮
侍
講
で
あ
っ
た
三
島
毅
（
三
島
中
洲
と

号
す
、
備
中
国
都
窪
郡
中
島
村
・
現
在
の
倉
敷
市
生
。
山
田
方
谷
の
弟
子
）
、
撰
文
は
現
在
の
三
重
県

鳥
羽
市
出
身
の
衆
議
院
議
員
栗
原
亮
一
に
よ
る
も
の
で
す
。 

林
竹
堂 

氏
名
は
賢
、
字
は
普
卿
、
通
称
滝
三
郎
、
竹
堂
と
号
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
二
年
に
は
大
坂
の
兵

学
寮
に
学
び
、
い
っ
た
ん
病
を
得
て
帰
郷
し
ま
す
が
、
後
に
江
戸
に
学
び
ま
す
。
明
治
十
五
年
に
は

高
松
に
帰
り
、
葆
真
学
舎
を
興
し
多
く
の
子
弟
を
教
育
し
ま
し
た
。
当
初
は
国
語
・
漢
文
を
教
え
ま

し
た
が
、
後
に
倫
理
、
英
語
、
数
学
、
習
字
な
ど
が
教
科
に
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
門
に
学
ぶ
者
常

に
数
百
人
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

明
治
三
十
年
春
、
東
京
に
再
遊
し
ま
す
が
同
十
二
月
六
日
、
に
わ
か
に
病
を
得
て
没
し
て
し
ま
い

ま
す
。
享
年
五
十
歳
。
資
性
は
豪
放
磊
落
で
酒
を
好
ん
だ
と
さ
れ
ま
す
。
東
京
に
お
い
て
、
若
き
中

村
毅
陸
に
遭
い
、
高
松
に
伴
い
帰
郷
し
ま
す
が
、
彼
こ
そ
後
に
養
子
と
し
た
林
毅
陸
で
す
。 
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林
毅
陸 

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
、
佐
賀
県
唐
津
市
肥
前
町
田
野
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
家
は
造
り
酒
屋
で

多
く
の
田
畑
山
林
を
所
有
し
、
炭
鉱
も
経
営
す
る
と
い
う
繁
栄
ぶ
り
で
し
た
が
、
父
・
清
七
郎
の
時

代
に
入
る
と
没
落
し
ま
し
た
。 

明
治
十
四
年
、
九
歳
の
毅
陸
は
長
兄
・
秀
穂
に
伴
わ
れ
東
京
に
出
ま
し
た
。
こ
の
と
き
秀
穂
と
親

し
い
友
人
の
竹
堂
が
東
京
に
い
た
の
で
す
。
そ
の
竹
堂
が
明
治
十
五
年
二
月
、
東
京
で
の
勉
学
生
活

を
二
年
で
切
り
上
げ
、
郷
里
高
松
に
帰
っ
て
漢
学
塾
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
秀
穂
は
竹
堂
を

自
宅
に
招
き
、
別
れ
の
宴
を
催
し
ま
し
た
。
そ
の
宴
席
で
突
然
、
竹
堂
は
秀
穂
に
対
し
、
「
毅
陸
を
私

に
五
年
間
ほ
ど
預
け
て
は
ど
う
だ
、
十
分
仕
込
ん
で
や
ろ
う
」
と
言
い
出
し
ま
し
た
。
秀
穂
は
光
栄

な
こ
と
と
喜
び
、
毅
陸
も
即
座
に
承
知
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
宴
席
を
終
え
て
竹
堂
が
自
宅
に
戻
る

際
に
は
毅
陸
も
同
行
し
、
そ
の
晩
の
う
ち
に
林
家
の
住
人
と
な
っ
た
の
で
す
。 

そ
の
後
、
高
松
に
お
い
て
竹
堂
の
葆
真
学
舎
で
学
び
、
学
僕
兼
小
先
生
と
し
て
、
他
の
生
徒
た
ち

を
教
え
る
ま
で
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
明
治
二
十
二
年
、
慶
応
義
塾
に
入
学
す
る
た
め
に
高
松
を

離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
毅
陸
を
、
竹
堂
は
養
子
と
し
ま
し
た
。
林
毅
陸
の
誕
生
で
す
。 

明
治
二
十
五
年
、
毅
陸
は
慶
応
義
塾
の
正
科
を
首
席
で
卒
業
、
卒
業
生
中
、
毅
陸
だ
け
が
大
学
部

へ
と
進
学
し
ま
し
た
。
大
学
を
卒
業
後
、
慶
応
義
塾
の
英
語
教
師
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
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し
て
、
明
治
三
十
四
年
、
欧
州
に
留
学
し
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
で
四
年
間
勉
学
に
励
み
、
米
国
を

経
て
帰
国
し
て
い
ま
す
。
明
治
三
十
八
年
に
欧
州
留
学
か
ら
帰
国
し
た
毅
陸
は
、
慶
応
義
塾
大
学
政

治
科
の
教
授
と
な
り
、
欧
州
外
交
史
と
英
国
憲
法
を
担
当
し
、
明
治
四
十
三
年
に
は
政
治
科
主
任
と

な
り
ま
し
た
。 

明
治
四
十
五
年
、
香
川
県
か
ら
衆
議
院
議
員
に
立
候
補
し
て
一
位
で
当
選
し
、
以
後
３
期
、
衆
議

院
議
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
万
国
議
院
商
事
会
議
に
団
長

と
し
て
出
席
、
次
い
で
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
後
処
理
を
決
め
る
パ
リ
平
和
会
議
に
日
本
全
権
代
表

団
の
一
員
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
年
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
九
年
、

原
敬
首
相
の
要
請
に
よ
り
、
外
務
大
臣
に
対
す
る
助
言
者
で
あ
る
外
務
省
勅
任
参
事
官
に
任
命
さ
れ
、

翌
年
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
に
出
席
し
て
い
ま
す
。 

大
正
十
二
年
十
一
月
、
慶
応
義
塾
塾
長
と
慶
応
義
塾
大
学
学
長
と
し
て
大
学
に
復
帰
し
、
十
年
間

そ
の
任
に
あ
た
り
ま
し
た
。
林
が
着
任
し
た
の
は
、
九
月
の
関
東
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
で
あ
り
、

復
興
に
携
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
三
田
に
次
い
で
日
吉
台
に
も
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
建

設
し
、
こ
ん
に
ち
の
慶
応
義
塾
大
学
隆
盛
の
礎
を
築
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

敗
戦
後
の
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
六
月
、
昭
和
天
皇
の
助
言
者
で
あ
る
枢
密
顧
問
官
に
就
任

し
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
五
年
に
没
、
七
十
八
歳
で
し
た
。 
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７ 

西
方
寺

さ

い

ほ

う

じ

配
水

は
い
す
い

池ち

と
御
殿

ご

て

ん

浄

水

場

じ
ょ
う
す
い
じ
ょ
う 

西
方
寺
西
側
に
あ
る
西
方
寺
配
水
池
は
、
高
松
市
街
地
へ

水
を
供
給
し
て
い
る
重
要
な
施
設
で
す
。
そ
の
配
水
池
に
給

水
を
し
て
い
る
御
殿
浄
水
場
の
歴
史
は
高
松
に
お
け
る
水
道

の
近
代
史
で
も
あ
り
ま
す
。 

大
正
三
年
、
香
川
郡
弦
打
村
字
御
殿
に
お
い
て
、
香
東
川

河
床
の
伏
流
水
を
水
源
と
す
る
御
殿
浄
水
場
と
、
西
方
寺
配

水
池
お
よ
び
市
内
配
管
の
上
水
道
建
設
が
着
工
さ
れ
、
大
正

十
年
に
は
竣
工
し
て
市
内
へ
の
給
水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
御
殿
浄
水
場
は
、
香
東
川
に
埋
設
し
た
木
枠
暗
渠
一

四
五
メ
ー
ト
ル
に
よ
り
取
水
し
た
伏
流
水
を
、
緩
速
ろ
過
池

三
池
で
ろ
過
し
、
西
方
寺
配
水
池
よ
り
市
内
に
配
水
し
て
い

ま
し
た
。
当
時
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
計
画
給
水
人
口
七
万
五
千
人
、
一
日
最
大
給
水
量
八
三
四
七

立
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。 

 
【西方寺配水池工事風景】 
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そ
の
後
、
人
口
増
加
に
伴
う
水
量
不
足
の
解
消
を
図
る
た
め
、
御
殿
浄
水
場
で
は
た
び
た
び
拡
張

や
施
設
整
備
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
第
四
次
拡
張
事
業
に
お
い
て
は
、
御
殿
浄
水
場
東
側

に
貯
水
池
の
築
造
が
計
画
さ
れ
、
昭
和
十
七
年
に
貯
水
池
堰
堤
工
事
に
着
手
、
第
二
次
大
戦
の
影
響

で
一
時
休
止
状
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
終
戦
後
の
昭
和
二
十
九
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

香
東
川
伏
流
水
を
南
部
揚
水
ポ
ン
プ
で
汲
上
げ
、
導
水
路
を
経
て
貯
水
池
へ
貯
留
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

 

８ 

西
方
寺

さ

い

ほ

う

じ

配
水

は
い
す
い

池ち

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ 

（
市
指
定
文
化
財 

天
然
記
念
物
） 

 
 

西
方
寺
配
水
池
に
あ
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
大
正
十
年
高
松
市
水
道
局
御
殿
浄
水
場
西
方
寺
配

水
池
建
設
当
時
に
植
栽
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
樹
木
医
の
所
見
も
樹
齢
八
十
年
以
上
と

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
八
株
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
雄
大
な
自
然
樹
形
が
保
た
れ
て
お
り
、
う
ち
一
株

は
臥
龍
様
（
が
り
ゅ
う
よ
う
）
に
生
育
す
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
全
国
的
に
貴
重
な
存
在
で
す
。 

 

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
明
治
の
初
め
に
新
し
い
品
種
と
し
て
見
出
さ
れ
、
全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
が
、

近
年
全
国
的
に
テ
ン
グ
ス
病
が
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
新
た
な
植
樹
に
は
他
の
品
種
に
変
え
る
場
合

が
多
く
な
り
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
減
少
す
る
中
、
テ
ン
グ
ス
病
の
感
染
も
見
ら
れ
ず
良
好
に
生
育
し
て
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い
る
の
が
特
徴
で
す
。
寿
命
が
五
十
～
六
十
年
と
さ
れ
る
中
、
樹
齢
八
十
年
を
過
ぎ
た
現
在
も
生
育

が
良
好
で
あ
り
、
学
術
上
も
価
値
が
高
い
桜
で
す
。 

 
当
地
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
健
全
に
育
っ
て
い
る

の
は
、
①
後
背
地
が
山
林
で
あ
り
、
山
林
に
降
っ

た
雨
が
徐
々
に
染
み
出
し
、
桜
に
水
が
供
給
さ
れ

た
こ
と
。
②
配
水
池
で
あ
る
た
め
立
入
禁
止
区
域

と
な
り
、
踏
圧
に
よ
る
土
の
硬
化
が
防
げ
た
こ
と

お
よ
び
テ
ン
グ
ス
病
の
感
染
が
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

【西方寺配水池のソメイヨシノ】 


